
め、本市では「志木市における公立保育園の在り方に関
する方針」の策定を進めており、その素案について、９
月から10月にかけて意見公募手続制度（パブリックコメ
ント）を実施し、市民の皆さまからのご意見を募集する
とともに、10月中旬には、公立保育園の保護者の皆さま
に説明会を行いました。
　方針の素案では、多様化する保育ニーズに対応する「モ
デル園的機能」と、民間保育施設の巡回支援などを行う
ことで市全体の保育の質の維持・向上を図る「保育の総合
調整機能」の２つの機能と役割を公立保育園が果たせる
ように体制整備を進めていくこととしています。
　また、公立保育園を集約化し、適正な園数にすること
で、維持管理費の抑制を図り、新たな保育体制の整備に
必要となる財源を捻出するためにも、西原保育園につい
ては、幸町・館地区における民間保育施設の整備が進ん
でいる状況を踏まえ、閉園することとしています。また、
施設の老朽化が著しい北美保育園は一時休園し、子育て
支援センターを併設した新たな公立保育園として再整備
を進め、いろは保育園については、北美保育園の再開園
以降に、保育需要を見据えながら保護者の皆さまとの意
見交換を丁寧に行い、建替えや集約・複合化などのマネ
ジメント方策を決定することとしています。
　将来を見据え、これまでの保育の量の拡充を中心とし
た体制整備から、多様化するニーズへの対応と市全体の
保育の質の向上に重点を置く新たな視点で、公立保育園
が果たす機能と役割を明確にしながら、未来を担う志木
っ子たちが健やかに育つ環境を整備していく考えです。

　志木市は、子育てしやすいまちづくりを推進するため
に、新たなマニフェストである「しき躍進計画35」におい
て、「選ばれるまち志木」に向け、子育て世代の定住を柱
の一つとして掲げています。特に、保育については民間
保育園の整備を進めてきたことにより、平成29年４月1
日現在104人であった待機児童数は、令和３年４月１日
現在では12人にまで減少しました。また、本市の合計特
殊出生率は、平成25年から平成29年で1.54と、平成15年
から平成19年の時点と比べて0.39ポイント上昇し、その
上昇幅は埼玉県内で１位、関東の市区町村全体でも５位
という結果が新聞でも報道されました。
　今後は、障がい児保育、病児保育、医療的ケア児の保
育など、多様化する保育ニーズへの対応や、保育士の確
保、さらには就学前人口の減少、施設の老朽化などさま
ざまな課題にもしっかりと向き合っていかなくてはなり
ません。
　現在、これらの課題の解決に向けた方向性を定めるた

以心伝心

以心伝心

志木市長

第 14回　引又河岸（志木河岸）

　江戸時代後半から大正期にかけて、引又（現志木市本
町）は商業の町として今日では想像もできない程に繁栄
を極めたといわれます。それは、ここが奥州街道（脇往
還）と新河岸川の交点にあり、江戸と川越を結ぶ物資交
流の舟運に使われた運河（新河岸川）に、引又河岸（明治
7年から志木河岸）という河岸場があったからです。
　荒川（外川）の支流としての内川（新河岸川）の舟運は、
寛永15年（1638）正月の川越大火による東照宮と喜多院
の再建用の資材を江戸から運ぶ手段として本格的にはじ
まったとされますが、その後川越に近い場所に新しい河
岸場ができ、新河岸の地名や新河岸川の名も誕生したと
いわれます。
　引又河岸を経由する荷物の量は増大し、明治10年の
資料によれば、引又河岸の商圏は新河岸川以西から甲府
までと広大になり、川越と並ぶ大きな河岸場になりまし
た。河岸場には回

かい

漕
そう

問屋があり、引又河岸には三上・井
下田の両家が江戸時代から競っていました。また、荷物
の量の増大により、引又河岸の河岸場は二か所になりま
したが、明治43年（1910）の大洪水を契機として河川改
修が行なわれ、今は、現在ある「河岸場跡」一か所のみが
残っています。

市場坂上交差点

志木市役所旧庁舎

バス停
「市場坂上」

引又河岸
（志木河岸）

新河岸川

柳瀬川

所在地／市場坂上から
坂を右に降り、新河岸
川右岸堤防の上
志木駅東口よりバスで
「市場坂上」下車、徒
歩 5分

▲

日
露
戦
争
中
、
穀
物
の
輸
送

で
忙
し
か
っ
た
「
志
木
河
岸
」

（
明
治
37
年
）
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これからの公立保育園の在り方について




